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第Ⅰ章 遺跡周辺の環境

第1図 周辺の遺跡
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第3節 宮崎市域の主要古代遺跡

淀

番号 遺跡名 所在地 主な時代 番号 遺跡名 所在地 主な時代

1 下北方塚原第2遺跡 宮崎市下北方町塚原 古墳 .古代 16 下北方3号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

2 花切第 1遺跡 宮崎市下北方町花切 古墳 .古代 17 下北方4号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

3 花切第2遺跡 宮崎市下北方町花切 古墳 .古代 18 下北方5号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

4 下北方塚原第 1遺跡 宮崎市下北方町塚原 古墳 .古代 19 下北方6号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

5 下郷第2遺跡 宮崎市下北方町下郷 古代 .近世 20 下北方7号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

6 平和台下遺跡 宮崎市下北方町下郷 不明 21 下北方8号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

7 下郷遺跡 宮崎市下北方町下郷 弥生 22 下北方9号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

8 下郷第3遺跡 宮崎市下北方町下郷 古墳 .古代 23 下北方 10号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

9 下郷第4遺跡 宮崎市下北方町下郷 古墳 .古代 24 下北方 11号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

10 下北方5号墳周辺遺跡 宮崎市下北方町塚原 古墳 .古代 25 下北方 12号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳

ll 下北方 1号墳周辺遺跡 宮崎市下北方町塚原 古墳 .古代 26 下北方 13号墳 宮崎市下北方町越ケ迫 古墳

12 横小路遺跡 宮崎市下北方町横小路 古墳 .古代 27 下北方 14号墳 宮崎市下北方町越ケ迫 古墳

13 大宮中学校校庭遺跡 宮崎市下北方町横小路 弥生 28 下北方 15号墳 宮崎市下北方町花切 古墳

14 下北方 1号墳 宮崎市下北方町塚原 古墳 29 下北方 16号墳 宮崎市下北方町高下 古墳

第 2図 調査地位置図 (S=1/10000)
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第3節 宮崎市域の主要古代遺跡

第3図 宮崎市主要古代遺跡分布図 (S=1/200000)
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第Ⅱ章 調査にいたる経緯と調査の経過

第ⅠⅠ章 調査に至る経緯と調査の経過

第1節 調査に至る経緯

平成21年2月19日､下北方地区自治公民館建設に伴い､宮崎市下北方町塚原5836番地にお

ける埋蔵文化財所在の有無について照会がなされた｡当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である｢下

北方遺跡群｣の域内にあたるため､平成 21年3月3日に､埋蔵文化財の有無を確認するための

確認調査をおこなった｡その結果､調査地内においてピット､竪穴住居もしくは溝と思われる遺

構の存在と､それらにともなう古代瓦､土師器などの遺物が確認された｡

そのため､事業者と埋蔵文化財の取り扱いにかんする協議を重ねたが､工法等との兼ね合いか

ら､遺構の破壊は残念ながら避けることができなかった｡したがって､建物建築に伴い遺構面ま

で掘削の及ぶ範囲である約 504Ⅰポを対象として本発掘調査を実施することとなった｡現地での発

掘調査は平成21年 5月 14日から平成 21年7月25日までの期間実施した｡現地調査終了後の

整理作業については平成22年1月12日から平成22年3月29日および､平成22年5月 17日

から平成22年9月8日までの期間実施した｡

第2節 調査の経過

調査前において､調査地には公民館が建っていた｡公民館の建て替え工事に伴って､この既存

建物の撤去がおこなわれたが､その際の基礎撤去作業で遺構に影響が及ぶ危険性もあったために

工事立会をおこなった｡その後､建物建築に伴って遺構まで影響の及ぶ範囲である部分に調査区

を設定し､合計453m2を調査した (第4図)｡

調査はまず､トータルステーションを用いて､調査地近隣の座標既知点より､調査地内に任意

で設定した杭へと座標を移動することからおこなった｡

第4図 調査区配置図 (S=1/1000)
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第2節 調査の経過

その後､重機による表土除去作業をおこなった｡調査地周辺では､アカホヤ火山灰層より上層

には縄文時代から中世の遺物包含層である黒色土が堆積し､その上層に表土が堆積するのが通有

である｡しかし､調査区内の大部分において､表土直下でアカホヤ火山灰層が検出された｡この

ことは､当地が大きく改変を受けていることを示しているが､それがいつの時代におこなわれた

のかについては判断することができなかった｡

表土除去の後は､発掘作業員による調査区内の精査作業をおこなった｡調査区内には､多くの

撹乱坑が認められ､古代から近現代の遺物が混在して検出された｡調査地は現在までに公民館､

保育園､宅地などに利用されてきた経緯があり､撹乱坑はこれらの建築や､不要物の廃棄などに

ともなって形成されたものであると考えられる｡

上記の撹乱土の除去と並行して､発掘作業員による遺構検出作業をおこなった｡遺構は調査区

全体に分布しており､堀立柱建物､竪穴住居跡､溝状遺構､土坑､ピットなどの遺構の存在が確

認できた｡遺構検出の後には､遺構の掘削作業に着手した｡

掘削の進んだ遺構から､順次記録作業をおこなった｡記録作業は､調査員の手測りによる実測

作業､トータルステーションを用いた遺構実測作業､35mmフイルムカメラ､中版フイルムカメラ､

デジタルカメラを用いた写真撮影作業によった｡また､調査区周辺の状況､調査地全体の様子を

記録するために空中写真撮影もおこなった｡

調査終盤には､一般の市民に向けての発掘調査現地説明会を実施した｡猛暑の中にもかかわら

ず､約 100名に上る参加者があった｡このことは､地域の埋蔵文化財について広く周知するため

に非常に有意義なものであったと言えよう｡

これら作業の終了後には､重機によって調査区の埋め戻し作業をおこない､調査地を調査着手

前の状態に復旧し､現地における調査を終了した｡

現地説明会の様子
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第Ⅲ章 調査の成果

･○
呼 4b

D

竪穴住居跡1
1:liuelOYR2/3 黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡

アカホヤ粒をわずかに含む｡
2:HuelOYR2/2 黒褐色土｡上層より締まっている,

粘性有｡アカホヤ粒をわずかに含む｡
3:HuelOYR2/3 黒褐色土.やや締まり有､粘性有.
4:HuelOYR2/3 黒褐色土｡やや締まり有､粘性有｡

拒 区外 5:Hu｡2.5Y3/1 謡 霊宝賢遠望言霊さこ詫 右｡含有
物無.

6:Hue2.5Y3/1 黒褐色土｡上層と同質土だが､ロー
ム粒を多量に含む｡

7:HuelOYR3/3 暗褐色土｡締まり無､粘性有｡ロー
ムに似るが非常に軟らかい.地山の
崩落堆積か｡

8:HuelOYR2/2 黒褐色土｡やや締まり有､粘性有｡
アカホヤブロック,牛の腰ロームブ
ロックを多く含む｡

カマド土層注記
1:HuelOYR2/3 黒褐色土｡蘇まり弱い,粘性有｡焼土を少量含む｡
2:HuelOYR2/3 異端色土｡締まり有､粘性有｡黄白色粘土と黒色土の混

土層｡焼土粒を少量含む｡
3:HuelOYR2/3 黒褐色土.締まり有,粘性有｡2と同質土だが,焼土を

含む割合多い｡
4:HuelOYR3/4 暗褐色土｡やや僻まり有,粘性有｡黄白色粘土に果色土

が混じる｡焼土を多く含む｡
5:HuelOYR2/3

6:Hue7.5YR3/4

7:HuelOYR3/3

8:HuelOYR2/3
9:HuelOYR2/3

10:HuelOYR2/3

黒褐色土｡締まり有､粘性有｡黄白色粘土に果色土が混
じる｡焼土を多く含む｡
暗褐色土｡締まり有､粘性有｡2･5が被熱で焼土化した
ような土｡
暗褐色土｡締まり有､粘性有｡黒色土､黄白色粘土が半
々に混じった土｡焼土粒を含む｡
黒褐色土｡締まり無､粘性有｡アカホヤブロックを含む｡
黒褐色土｡締まり無､粘性有｡8と同質土だが､アカホ
ヤを含まない｡
黒褐色土｡やや締まり有｡

1-3 天井崩落土
4-7､10 カマド破壊時の堆積土
8､9 煙道からの流入土

第6図 竪穴住居跡1
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第2節 古代以前の遺構と遺物

10cm

第7図 竪穴住居跡1出土遺物 (1)

ずかに外方に向かって直線的に立ち上がっている｡内外面とも指オサエ､ナデで調整がなされて

おり､粘土紐の接合痕跡が観察できる｡5は小型の壷である｡球形に近い胴部で､肩部と口綾部

の境は ｢く｣の字状に屈曲し､口綾部は外方に向かって立ち上がり､口縁端部はわずかに内湾する｡

調整は指オサエやナデなど､やや粗雑な作りであり､頚部内面には粘土紐の接合痕跡が観察でき

る｡6･7は壷である｡2点は同一個体と判断できる｡胴部中央が膨らみ､底部に向かって急に

すぼんでいて､算盤玉のような形態である｡口綾部は外方に向かって直線的に立ち上がっている｡

内面は指オサエ､ナデで調整されている｡外面は風化のため調整が判然としない｡

8･9は軽石製のカマド支脚である｡八ないし九角錐状であるが､上面､底面ともはば平坦に

仕上げられている｡被熱により､赤化している｡10･11は蔽石である｡10は全体的に敵打痕跡

が認められる｡また､一部が赤化しており､熱を受けうけているものと考えられる｡11は扇平

な円形である｡表裏面､側面に敵打痕跡が認められる｡また､一部に磨面が認められる｡12は

金床石か｡図上､左側が薄くなっており､側面観は横形である｡表裏面に蔽打痕が認められる｡また､
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第Ⅲ章 調査の成果

第8図 竪穴住居跡 1出土遺物 (2)
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第Ⅲ章 調査の成果

SB2北側清

0 1m

第9図 竪穴住居跡2､同出土遺物
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第3節 古代の遺構と遣物

第10図 竪穴住居跡2出土遺物

a･ノ

第11図 土坑 1
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土層注記
1:HuelOYR2/2 黒褐色土｡締まり宙い､粘性有｡

ごくわずかに焦土粒が混じる｡
2:HuelOYR2/2黒褐色土｡締まり弱い,粘性有｡

暗褐色t=-ムブロックを含む｡
3:HuelOYR3/3 暗褐色土｡締まり弱い､粘性有｡

暗褐色ロームブロックを多く含む｡
4:liuelOYR3/4 暗褐色土｡締まり弱い､粘性有｡

暗視色t3-ムブロックを多く含む｡
Xl:帝状辻群1覆土､2-4:SCl凍土





第3節 古代の遺構と遺物

1つ柱堀方があり､そこが建物角であると推定できる｡したがって､本建物の桁行は6間であっ

たと考えられる｡梁行については不明である｡その他の付随遺構は現状､確認できない｡

遺物 遺物は､柱掘方および溝から出土している｡柱掘方からは主に柱根固めとしての瓦が出土

し､そのはかはわずかながら銅浮や板状の鉄製品と思しきものが見られた｡土器は少なく､いず

れも少片ばかりであった｡一方､溝からは非常に多量の土器が出土した｡出土状況では､土師器

は坪が最も多く完形に近い灯明皿が多いこと､重ねられたような状況で出土していること､それ

に対して､須恵器､瓦は破片ばかりで完形に復元できるものなく､柱の根固めとしての瓦の利用

などと合わせて､他所からの二次的に搬入されたものと見られ､注目できる｡

第18図から第26図は北側溝出土遺物である｡22から53は土師器坪である｡底部内面がほぼ

平らで､底部と体部の接合部が膨らまないもの､底部内面がやや凹凸を持ち､底部と体部の接合

部の厚みが増しているもの､底部内面が丸みを帯び､底部と体部の接合部の厚みが増しているも

の､高台を意識した底部形状になっているものがある｡体部から口綾部にかけての形状は､直線

的に立ち上がるもの､わずかに外反するもの､わずかに内湾するものが見られる｡底部形状と体部･

口綾部形状との間に厳密な相関関係は見出せない｡灯明皿として使用され､内外面に煤が付着し

ているものが多くみられる｡54から62は土師器の高台付坪である｡高台の形状は先端部が平坦

なもの､丸くおさめられているもの､やや尖り気味になっているものがある｡57から59は高台

内面に放射状圧痕が見られる｡61･62は器厚が非常に厚く､低い高台が取り付けられている｡

63･64は焼塩土器である｡手担ねによって成形されており､内面には布目痕跡が残っている｡

65･66は須恵器坪蓋である｡67から69は須恵器高台付坪である｡67･68は台形状の杯部で低

い高台が取り付けられている｡69は三角形状の杯部形状でやや高い高台が取り付けられている｡

70･71は須恵器嚢である｡70は外面に格子目タタキ､内面に同心円当具痕が見られる｡71は外

面に格子目タタキ､内面に車輪文当具痕が認められる｡72は土師器皿である｡器高が低く､体部

から口綾部は外反している｡73は土師器椀である｡口綾部は内湾し､厚みがある｡74は器種不

明土師器である｡75はフイゴ羽口である｡強く被熟しており､変色している｡76は土師器嚢あ

るいは壷である｡器壁が厚く､外面にタタキ目が､内面に同心円当具痕が認められる｡77･78は

軒丸瓦片である｡77は瓦当面が残り､素弁八乗蓮華文が確認できる｡瓦当面外縁､瓦当裏面外線

が突出する形態で､丸瓦との接合部は折損している｡78は瓦当面外縁の突帯片である｡瓦当面か

第12図 掘立柱建物 1出土遺物
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第Ⅲ章 調査の成果

2017
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[= コ は､柱抜取時の堆積土

桂瀬方9
1:HuelOYR2/3

2:HuelOYR2/2

3:HuelOYR2/3

4:HuelOYR2/3

柱据方10
1:HuelOYR2/1

黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡
～2cm程のアカホヤブロックわずか含む｡
黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡
～4m 程のアカホヤブロックを少量､黒色ロームブロックを含む｡
黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡
アカホヤ粒を少量含む｡
黒褐色土｡締り有､粘性高い｡暗褐色ローム層と同質土だが､締まり無い｡

黒色土｡締まり弱い.粘性有｡
アカホヤ粒､白色粘土粒を少量含む｡

2:HuelOYR2/3 黒褐色土.締まり弱い､粘性有.
～5cmのアカホヤ､牛の歴ロームブロック多く含む｡

3:HuelOYR2/2 黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡

桂瀬方1
1:HuelOYR2/1 黒色土.やや締まる.粘性有.

土器､アカホヤ､白色粘土の粒を多く含む｡
2:HuelOYR2/1 黒色土.やや締まる､粘性有.

アカホヤ､牛の腔ローム粒を含む
3:HuelOYR2/1 黒色土｡上層より締まる､粘性有｡

アカホヤ粒を少量.ブロックをわずか含む｡
4:HuelOYR2/2

柱掘方2
1:HuelOYR2/1

2:HuelOYR2/1

3:HuelOYR2/2

4:HuelOYR2/2

黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡
～8cm程のアカホヤブロックを含む｡

黒色土.やや締まる､粘性有.
アカホヤ､白色粘土粒を含む｡
黒色土.やや締まる､粘性有.
アカホヤ粒をわずか含む｡
黒褐色土.やや締まる､粘性有.
～1cmのアカホヤブロックを少量含む｡
黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡
アカホヤブロックをわずか含む｡

柱堀方1

柱据方3
1:HuelOYR2/2 黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡

アカホヤ粒､土器粒を多く含む｡
2:HuelOYR2/1

3:HuelOYR2/1

4:HuelOYR2/3

柱掘方4
1:HuelOYR2/2

2:HuelOYR2/1

3:HuelOYR2/1

4:HuelOYR2/2

5:HuelOYR2/2

･=lT-:3
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uIOL'OZ

_∠=トー､ A
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柱据方7
1:HuelOYR2/1

2:HuelOYR2/1

3:HuelOYR2/2

柱掘方8
1:HuelOYR2/1

2:HuelOYR2/1

3:HuelOYR3/1

黒色土｡締まり有､粘性有｡
アカホヤ粒わずか含む｡
黒色土｡蘇り有､粘性有｡
アカホヤ粒ほとんど含まない｡
黒褐色土｡2より締まり弱い､粘性有.

黒色土｡締まり有､粘性有｡
-2mm のアカホヤ粒を含む｡
黒色土.締まり有,粘性有.
～2mmのアカホヤ粒少量含む｡
黒褐色土｡2より締まり弱い､粘性有.
～2mmのアカホヤ粒をわずか含む､褐色ローム含む｡

矧

｣

黒色土｡やや締まる､粘性有｡
アカホヤ粒､土器粒､白色ローム粒を多く含む｡
黒色土｡やや締まる､粘性有｡
～2cm程のアカホヤ,牛の腰ローム粒を含む｡
黒褐色土｡上層より締り無､粘性有｡
～2cmのアカホヤブロック､褐色ロームブロック含む｡

黒褐色土｡締まり無､粘性有｡
アカホヤブロックを多量に含む｡
黒色土｡締まり無､粘性有｡
アカホヤブロック･粒をまばらに含む｡
黒色土｡締まり無､粘性有｡
アカホヤブロックをわずかに含む｡
黒褐色土｡締まり無､粘性有｡
～1cmのアカホヤブロックをまばらに含む｡
黒褐色土｡締まり無､粘性有｡
5cm程のアカホヤブロックが含まれる｡

第13図 掘立柱建物 1

柱据方5
1:HuelOYR2/1

2:HuelOUYR2/1

3:HuelOYR2/1
4:HuelOYR2/1

5:HuelOYR2/2

6:HuelOYR2/2

7:HuelOYR3/2

8:HuelOYR2/2

黒色土｡締まり弱い,粘性有｡
白色粘土粒を含む｡
黒色土｡締まり弱い､粘性有｡
アカホヤ､土器､白色粘土の粒を多く含む｡
黒色土｡締まり弱い､粘性有｡
黒色土｡締まり弱い,粘性有｡
～3cmのアカホヤブロックを少量含む｡
黒褐色土｡締まり弱い,粘性有｡
6より多くのアカホヤ粒含む｡
黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡
アカホヤ粒をごくわずか含む｡
黒褐色土｡締り有､粘性有｡
～1cm程のアカホヤブロック少量含む.
黒褐色土｡締り有､粘性有｡
～5cmのアカホヤブロックを多<含む.

桂瀬方6
1:HuelOYR2/1

2:HuelOYR2/1

3:HuelOYR2/1

4:HuelOYR2/2

5:HuelOYR2/2
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果色土.締まり弱い,粘性有｡
1-5cmのアカホヤ含む｡白色粘土粒含む｡
果色土｡締まり弱い､粘性有｡
アカホヤ粒､白色粘土粒わずか含む｡
黒色土｡やや締まる､粘性有｡
1-5cmのアカホヤ粒を含む｡
黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡
～5m のアカホヤブロックを多量に含む｡
黒褐色土｡4と同質土だが､やや締まりが強い｡
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第14図 掘立柱建物2桂瀬方部分

-
1

I

∫
I

-
∫
-
_

外区餐調

ー23-24-



第Ⅲ章 調査の成果

吾妻 羊 良一

20.60mセ Tc

-ol

桂瀬方2
1:HuelOYR2/2 黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡焼土粒､土器粒を少量含む｡
2:HuelOYR2/1 黒色土｡締まり弱い､粘性有｡焼土､土器粒を少量含む｡
3:HuelOYR2/1 黒色土｡やや締まる､粘性有｡焼土粒､土器粒を多量に含む｡
4:HuelOYR3/3 暗褐色土｡締まり番い､粘性有｡褐色ロームブロック多く含む｡
5:HuelOYR2/2 黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡土器片を少量含む｡
※1､2:溝状遭構2覆土,3､4:桂瀬方凍土､5:帯状潰構1覆土

桂瀬方3
1:HuelOYR2/2

2:HuelOYR2/2

3:HuelOYR3/3

4:HuelOYR2/2

5:HuelOYR2/2

6:HuelOYR2/2

農褐色土｡締まり弱い､粘性有｡
土鳶粒を含む､漢をごくわずか含む｡
黒褐色土｡1より府まる､粘性有｡
土器粒を少量含む.ロームブロックをわずか含む.
暗褐色土.締まり弔い､粘性高い｡
土辞世ごくわずか含む,褐色ローム多く含む｡
黒褐色土.やや締まる,粘性有｡
土器,瓦片含む｡焼土粒を多量に含む｡
黒褐色土｡締まり有,粘性有｡
土器粒､ロームブロックを含む｡
黒褐色土｡上層とほぼ同質土であるが､締まり強い｡

※1-3:清状誼構2覆土,4-6桂瀬万事土

第15図 掘立柱建物2柱掘方 (1)
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第3節 古代の遺構と遺物

IE J

20.80m.す

Te■

JC

柱掘方5
1:HuelOYR2/2 黒褐色土｡締まり有､粘性有｡

焼土.土器粒を非常に多く含む｡炭化物を含む｡
2:HuelOYR2/3 黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡

焼土粒ごくわずか含む｡
3:HuelOYR2/3 黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡

アカホヤブロック､焼土を少量含む｡
4:HuelOYR3/3 暗褐色.締まり弱い､粘性有.

アカホヤ粒をわずか含む､褐色ロームブロック多く含む｡
※1:柱抜取後堆積土,2:柱痕跡､3･4:柱埋土

Ld

Td'

柱掘方6
1:HuelOYR2/2 黒褐色土｡やや締まる､粘性有｡

炭化物､土米粒､焼土粒を非常に多く含む｡
2:HuelOYR3/3 暗褐色土.1より締まる.粘性高い｡

黒 ･褐色ロームが混じる｡
※1:柱抜取後堆積土,2:柱振付時の敷土?

第16図 掘立柱建物2柱掘方 (2)

- 26 -

柱掘方7
1:HuelOYR2/2 黒褐色土.締まり弱い､粘性有.

焼土､土器粒を非常に多く含む｡
炭化物を含む｡

2:HuelOYR2/2 黒褐色土｡締まり弱い､粘性有｡
焼土､土器粒を多く含む､粘土塊含む｡

3:HuelOYR2/2 黒褐色土.締り有､粘性有.
焼土､土米粒をほとんど含まない､
褐色ロームブロックを含む｡

※1･2:柱抜取後堆積土､3:柱埋土
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第17図 掘立柱建物2･北側溝遺物出土状況
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第３節　古代の遺構と遺物
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第19図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (2)
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0 10cm
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第20図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (3)
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第21図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (4)
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第3節 古代の遺構と遺物

102 ⊂こ== ≡ プ ･

第22国 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (5)
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第Ⅲ章 調査の成果

三二=二二多

0 10cm

三 二 コ ~

第23図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (6)
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第3節 古代の遺構と遺物
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第24図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (7)
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第25図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (8)
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第3節 古代の遺構と遺物

第26図 掘立柱建物2北側溝出土遺物 (9)
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第Ⅲ章 調査の成果
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二~二三II,:1

て｢~~~~~~~~蓮華完

Ⅰ

0 土器 10cm ⊂===ユ
第27図 掘立柱建物2西側溝出土遺物 (1)
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第3節 古代の遺構と遺物
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第28図 掘立柱建物2西側溝出土遺物 (2)
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第Ⅲ章 調査の成果

0 石器 10cm

第29図 掘立柱建物2西側溝出土遺物 (3)､掘立柱建物2出土石器
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